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Abstract
  With the ultra-aged society, the growth of health life and the reduction of health in-
equalities are cited as social issues. The role of sports in the viewpoint is to increase the 
chance of communicasion as a place of the exchange with others not only in the promo-
tion of the maintenance of health, and to promote the promotion of social participasion 
and the sense of belonging. In order to send a happy senior life like this, the necessity of 
the sports implementation of the elderly is recited. As an approach to sports in the mid-
dle-aged period, the three feameworks have been set to Aging Sports 〝Health Sports〟 
, 〝Leisure Sports〟 and 〝Masters Sports〟 from the experience of cultural development. 
〝Masters Sports〟 in not confined to the past or the current sports level. Mature athletes, 
including adults and mature individuals, have rapidly increased the population of the 
elderly, whe are trying to develop and mature their own sports motivation, technology 
and enjoyment. In the last few years, it is a reality that the number of Mature athletes 
registered in the country has been peaked by two million people. Tohoku Mature Land 
is no exception. Tohoku Masters Track and field participants to verify whether they are 
attracted by the characteristics of the Masters athletics, and thereby clarifying the signif-
icance and challenges of the Masters in the ultra-aged society, lt should be considered a 
step to participate in the Tohoku and the whole country from the region. The purpose of 
this study is to help revitalize the Tohoku Masters land.
  Key words: Super aged Society, Masters Athletics, sports value consciousness
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Ⅰ．緒言
超高齢社会の到来に伴い、健康寿命への
延伸と健康格差の縮小が社会的課題として
挙げられている。その観点でスポーツの役
割は、健康の保持増進にとどまらず他者と
の交流の場としてコミュニケーションの機
会を増やし、社会参加の促進と帰属意識を
高めることにある。このように幸福なシニ
アライフを送るためにも高齢者のスポーツ
実施の必要性が唱えられている。中高齢期
のスポーツへのアプローチとして、これま
での文化的発展の経験から 3 つのエイジン
グスポーツ「ヘルススポーツ」「レジャー
スポーツ」「マスターズスポーツ」の 3 つ
の枠組みが設定されている。「マスターズ
スポーツ」は過去や現在のスポーツレベル
にとらわれず、成人・中高年を含めた熟年
層の個々人が、自己のスポーツ意欲や技術、
楽しみ方を加齢に伴って発展・成熟させて
いこうとする熟年アスリート人口が急速に
増加している。近年では、全国健康福祉祭
（ねんりんピック）、マスターズ水泳、マス
ターズ甲子園、マスターズ代々木、マスター
ズ箱根駅伝、日本マスターズスポーツなど、
様々なマスターズ競技会が開催されてい
る。2021 年 5 月には 4 年に 1 度のシニア
の祭典（中高年のオリンピック）ワールド
マスターズゲームズが、日本の関西で開催
が予定され、32 種目 55 競技と多くのマス
ターズ選手の注目を集めている。
ここ数年、全国のマスターズ陸上競技
登録者数は 2 万人で頭打ちが続いているの
が現実である。このような現状から、「日
本マスターズ連盟」では、従来のマスター
ズ陸上への参加条件であった 35 歳以上を、
2015 年から 18 歳以上であれば「セミマス
ターズ選手」として参加ができ、若年齢層
から底上げをしていこうという戦略を打ち
出した。東北マスターズ陸上選手権大会の
過去 4 年の男女の参加人数では、年度を追
う毎に減少傾向にある。マスターズ陸上大
会参加者が競技志向であるか、否か検証し
彼らがマスターズ陸上競技のどのような特
性に惹かれているのか、それによって超高
齢社会におけるマスターズの意義と課題を
明らかにし、地域から東北そして全国へ出
場するためのステップを検討すべきであろ
う。そのためには、東北マスターズ陸上を
活性化する一助となることが本研究の目的
である。
Ⅱ．先行研究
上杉（1987）は、「日本人のスポーツ観（ス
ポーツ価値意識）とは何か」を明らかにす
ることを究極的な目標に捉えながら、日本
人のスポーツの価値意識（図 1）を「世俗
内禁欲型」「アゴン型」「レジャー型」「レ
クリエーション型」の四類型に分類してい
る。縦軸右側に「禁欲性志向」で、自分の
力を伸ばすために、厳しい練習をして自分
を鍛えようとするやり方（勝利のために禁
欲）。縦軸左側に「即時性志向」で、今の
自分の力に合わせて、気軽にスポーツをし
ようとするやり方。横軸上側に「世俗性志
向」で、スポーツは何かの目的（健康増進・
仲間つくり等）をもって行うことが大切で
ある。横軸下側に「遊戯性志向」で、スポー
ツは、そのものの面白さを味わうことが大
切である。
さらに、浅沼（1990）はこの四類型の分
析枠組に基づき、体育専攻の学生を対象に
図 1．スポーツ価値意識四類型
　　　（上杉 1986 より引用）
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調査した結果「世俗内禁欲型」のパターン
がみられたとしている。
逢坂（1990）の先行研究では、全日本マ
スターズ陸上参加者のスポーツ価値意識四
類型の中で最も高い値を示したのは「アゴ
ン型」であった。
浅沼（1991）の先行研究では、体育専
攻学生のスポーツ価値意識に関する研究に
よると、四類型において、「世俗内禁欲型」
が多く、その他の価値意識は、ほんの僅か
であった。体育専攻学生は高い競技動機か
ら競技スポーツに積極的な態度を示す可能
性を秘めていることがわかった。
田附（2002）の先行研究では、大学運
動部員のスポーツ価値意識によると、「世
俗内禁欲型」が半数以上、「アゴン型」が
2 割程度であった。このように、大学運動
部員のスポーツ価値意識には多様化がみら
れず、禁欲志向に偏ったスポーツ価値意識
をもち、手段性と自己目的性の軸において
スポーツ価値意識が分化していることがわ
かった。
Ⅲ．本研究の仮説
①今大会参加者を 10 歳刻みの年齢別で
スポーツ価値意識四類型に当てはめると、
44 歳以下の多くは、学生時代から競技を継
続し、自己の記録向上や入賞を目指す、ス
ポーツ競技として捉え日々鍛錬するアゴン
型に属する。45 歳～ 64 歳までは、社会的
に中核となりうる年代に属し、ストレス解
消の観点からスポーツそのものを楽しもう
とするレジャー型に属する。65 歳以上の
参加者の多くは、定年退職後ということも
あり健康・仲間作りを目的とし、気軽に競
技を楽しむレクリエーション型に属する。
このように年代とともにアゴン型から世俗
内禁欲型、レクリエーション型とスポーツ
価値意識は変化していくと仮定した。
②マスターズ参加者の出場回数別でス
ポーツ価値意識四類型に当てはめると、参
加出場回数が多いほど競技を鍛錬の 1 つと
捉える競技志向が強いアゴン型に属すると
仮定した。
③マスターズ陸上競技大会に参加する
ようになった年齢の違いによって、スポー
ツ価値意識が異なるのではないか。20 歳、
30 歳代は、学生時代から競技を継続し社
会的地位など考えると競技に打ち込める時
間があると捉え、世俗内禁欲型に属する。
40 歳代、50 歳代は、かつて学生時代に打
ち込んでいた競技をもう一度挑戦してみた
い願望が芽生える。アゴン型が多いと捉え
る。60 歳代以降になると、社会的、経済
的にもゆとりができ、楽しみや健康・仲間
作りのための手段として競技を行う、レク
リエーション型と仮定した。
Ⅳ．研究方法
2017 年 7 月 16 日、宮城県仙台市宮城
野区ＫＧアスリートパークで開催された
第 34 回東北マスターズ陸上競技選手権大
会参加者 186 名を調査の対象とし、回収数
は 186 部（100％）。無効 4 部、有効 182 部
（97.8％）。男性 147 名、女性 35 名であった。
主な調査は「スポーツ価値意識」について
調査を実施した。大会参加者のスポーツ価
値意識四類型の関連性について検討するた
めに、IBM SPSS Statistics ver.19 を用い
て本研究の仮説①～③をクロス集計、カイ
2乗検定及び残差分析を行った。
Ⅴ．結果
スポーツ価値意識について、禁欲志向（勝
利の為に禁欲する）と即時志向（勝利にこ
だわらず楽しむ）のどちらを大切にしたい
のかの質問では（表 1）「禁欲志向、どち
らかというと禁欲を含め 51％」「即時志向、
どちらかというと即時を含め 49％」と東
北マスターズ出場者は、どちらの志向もほ
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ぼ同じ値を示した。
次に遊戯性志向（スポーツそのものを楽
しむことが大切）と世俗内志向（スポーツ
は目的（健康 / ストレス解消）をもって行
うことが大切）のどちらが大切であるのか
の質問では（表 2）「遊戯性志向、どちら
かというと遊戯を含め 58％」「世俗内志向、
どちらかというと世俗内を含め 42％」と
東北マスターズ出場者は「遊戯性志向」が
多く、偏った値を示した。
東北マスターズ参加者のクロス集計の
結果（表 3）、アゴン型が 34％ともっとも
おおく、次いで、レクリエーション型が
25％、レジャー型 24％、世俗内禁欲型が
17％ともっとも少なかった。
参加者年齢別スポーツ価値意識四類型の
クロス集計とカイ 2乗検定分析結果（表 4）
では 39 歳以下ではアゴン型 2.5（p<0.05）、
レクリエーション型、-2.2（p<0.05）、40
歳～ 49 歳ではアゴン型 3.4（p<0.05）、50
歳～ 59 歳では、レジャー型 2.3（p<0.05）、
70 歳以上ではレクリエーション型 2.7
（p<0.05）、アゴン型 -3.2（p<0.05）に有意
差が認められた。60 歳～ 69 歳では有意差
は認められなかった。
参加者の大会出場回数とスポーツ価値意
識四類型のクロス集計とカイ 2 乗検定分析
結果、特に四類型に差がなかった。
初回参加年齢とスポーツ価値意識四類
型のクロス集計とカイ 2 乗検定分析結果
34 歳以下の初回参加年齢を検定した結果
（表 11 ～表 12）、アゴン型 2.8、レジャー
型 -1.7、レクリエーション型 -1.4 に有意差
が認められた（p<0.05）。35 歳から 44 歳
の初回参加年齢を検定した結果、レクリ
エーション型 -2.2 に有意差が認められた。
（p<0.05）。45 歳から 54 歳の初回参加年齢
を検定した結果、四類型に有意差は認めら
れなかった。55 歳から 64 歳の初回参加年
齢を検定した結果、レクリエーション型
2.2、アゴン型 -2.5 に有意差が認められた
（p<0.05）。65 歳以上の初回参加年齢を検定
した結果、レクリエーション型 2.9、アゴ
ン型 -1. に有意差が認められた（p<0.05）。
Ⅵ．考察
①参加者年齢別結果 20 歳～ 40 歳代ま
ではアゴン型であり 50 歳代ではレジャー
型、アゴン型が混在し 60 歳代からレク型、
レジャー型が混在し 70 歳以上ではレクリ
エーション型が高かった。
②出場回数別に四類型に当てはめた結
果、仮定していた参加出場回数が多いほど
アゴン型に偏った結果は見られなかった。
③初回参加年齢別に四類型に当てはめた
結果、34 歳以下では競技スポーツとして
捉えられるアゴン型が高かった。55 歳か
ら年齢が高くなるにつれレクリエーション
型が高くなる傾向が見られた。
表 1．スポーツ価値意識
　　　（禁欲性志向―即時性志向）
表 2．スポーツ価値意識
　　　（遊戯性志向―世俗性志向）
表 3．東北マスターズ参加者
　　　スポーツ価値意識四類型
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Ⅶ．結論
参加者の低年齢層ほどマスターズ陸上を
競技スポーツとして捉えている。中年層に
なると競技そのものを楽しみとして捉えて
いる。高年層になると競技を健康や仲間つ
くりの手段として楽しむことを目的とした
生涯スポーツとして捉えている。一方で、
初参加年齢に限らず、価値意識が異なるこ
とも明らかになった。各年代においても、
スポーツ価値意識四類型は混在し参加者の
競技に対する捉え方も様々な要因とともに
変化しているものと思われる。今後は、参
加者のスポーツ価値意識にコミットしたマ
ネジメントとして、女性、セミマスターズ、
x2=34.72df=12＊＊ p<.01
x2=26.34df=12＊＊ p<.05
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初心者、高齢者、競技志向者、健康志向者
などを見据えた運営方法が課題にあるに違
いない。更に検証するには全国調査、各地
域調査が今後の取り組む課題として必要で
ある。
Ⅷ．本研究の限界
本研究では、東北マスターズ陸上競技
選手権大会（主に東北六県）を対象に、ア
ンケート調査を実施したが、全体のサンプ
ル数が少ない中、特に女性のサンプル数が
少なく男女比較が困難であった。明らかに
なったスポーツ価値意識に関しても、サン
プル数が少ないため、年齢別、出場回数別、
初参加年齢別によってもサンプル数に偏り
があった。また、今回調査を行わなかった
全日本マスターズ陸上競技参加者のスポー
ツ価値意識を明らかにすることで、全体の
中の東北が、異なった観点から比較検討で
きるのではないかと考える。
Ⅸ．今後の課題
東北マスターズ陸上選手権大会出場者
は、他の地域と比較すると参加人数が少な
い。各地域の出場者のスポーツ価値意識を
検証することで、より正確な検証結果にな
るであろう。更には先行研究において全日
本マスターズ陸上選手権大会における検証
もされてはいるが、検証してから 10 年以
上も経過しているため、新たな検証が必要
になるではないか、これらが今後の課題と
して挙げられるので、積極的に取り組んで
いきたいと考えている。
Ⅹ．提言
①参加者のスポーツ価値意識にコミット
した企画運営として初心者、高齢者、競技
志向者、健康志向者などを対象にしたマス
ターズ陸上講習会の開催。大会によってク
ラスを年齢別ではなく、持ちタイム別で分
けることでモチベーションを保つことがで
きる。また大会には最終種目にリレー競技
が組み込まれているが、リレー競技を実施
することは少ない。理由として高齢になる
ほど体力的に個人種目の後に、リレー競技
を走る余力が残っ
ていない。唯一、リレーは様々なスポー
ツ価値意識をもった参加者が競技を通じて
交流できるものであるから、別に設けて行
うことが望ましいのではないか。
②大会では競技に集中し緊張感もある中
で、お互いに遠慮し仲間をつくるタイミン
グが難しい状況であることから、マスター
ズ陸上競技練習会を交流の場として提供す
る。様々なスポーツ価値意識を持った人々
が交流することで、お互いの価値観を尊重
し認識することができる。このことがマス
ターズ陸上の活性化に繋がる可能性があ
る。
③東北六県スタンプラリーや高齢者、レ
クリエーション型志向を対象にした交流会
などの取り組みがマスターズ陸上競技の活
性化に繋がる上で、不可欠ではないであろ
うか。
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